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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第56期
第３四半期
連結累計期間

第57期
第３四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 10,696,183 10,403,000 14,037,666

経常利益又は経常損失(△) (千円) 26,200 △49,738 20,299

四半期(当期)純損失(△) (千円) △17,265 △72,034 △33,281

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △82,014 △95,539 △104,630

純資産額 (千円) 1,487,362 1,369,170 1,464,709

総資産額 (千円) 6,182,524 5,919,157 6,053,714

１株当たり四半期(当期)　　　　　　　
純損失金額(△)

(円) △1.71 △7.16 △3.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 24.1 23.1 24.2

　

回次
第56期
第３四半期
連結会計期間

第57期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △4.65 2.95

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第56期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載を省略しております。
　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

当第３四半期連結会計期間において重要性が増したため、大和高精密工業（深?）有限公司を連結範囲

に含めております。

(物流機器関連事業)

主要な関係会社に異動はありません。

この結果、平成23年12月31日現在では、当社グループは、当社、子会社４社により構成されることになりま

した。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、当社グループは平成22年３月期まで、３期連続して営業損失を計上し平成21年３月期末に借入金の

返済面で困難性が生じていたことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に

関する重要事象等が存在するととらえておりますが、当四半期連結会計期間の末日現在において、継続企業

の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。

　詳しい内容については、「３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(5) 経営成績に

重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し」をご参照ください。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活動の落ち込みか

ら一部回復の兆しはみられたものの、原発事故の影響に加え欧州諸国の財政問題や歴史的な円高の長期

化、またタイの洪水による国内メーカーへの不安材料などにより、依然として景気は先行き不透明な状況

で推移しました。

　このような経済環境のもと、当グループにおきましては、営業面の強化や経費削減に取り組み、業績の向

上に努めてまいりました。この結果国内では、売上面で前年同四半期を下回ったものの収益面では前年同

四半期を上回ることが出来ました。しかし、海外において、人件費等の原価低減の改善が進まず損失を計

上することとなりました。

　その結果、売上高は104億３百万円（前年同四半期106億96百万円）、営業利益は37百万円（前年同四半

期１億44百万円）、経常損失は49百万円（前年同四半期26百万円の利益）、四半期純損失は72百万円（前

年同四半期17百万円の損失）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

(合成樹脂成形関連事業)

　国内におきましては、当社の主力であるＯＡ機器部品、住設機器の売上は、伸び悩んだものの利益は堅

調に推移しました。

　海外におきましては、売上は好調に伸び増収となりましたが、製造コストの増加により損失となり、こ

の結果売上高は86億81百万円（前年同四半期87億42百万円）、営業利益は37百万円（前年同四半期１億

69百万円）となりました。

(物流機器関連事業)

　大口案件の受注、既存製品の見直しを行い収益の確保に注力してまいりました。この結果売上高は17億

21百万円（前年同四半期19億53百万円）、営業利益は0.2百万円（前年同四半期25百万円の損失）とな

りました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

　資産合計は59億19百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億34百万円減少しました。これは主に、現

金及び預金が３億94百万円減少、受取手形及び売掛金が94百万円増加、商品及び製品、仕掛品等のたな卸

資産が２億23百万円増加、有形固定資産が１億42百万円減少したことによるものです。

(負債)

　負債合計は45億49百万円となり、前連結会計年度末と比べ39百万円減少しました。これは主に、支払手

形及び買掛金が54百万円減少し、短期借入金が68百万円減少したことによるものです。

(純資産)

　純資産合計は、13億69百万円となり、前連結会計年度末と比べ95百万円減少しました。これは主に、利益

剰余金の減少72百万円によるものです。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの直面する課題は、営業利益を恒常的に黒字化し借入金の返済原資を安定的に確保する

ことであります。

当社グループといたしましては、当期予算の着実な実行により営業利益の黒字達成は可能と認識して

おり、金融機関への弁済においても約定通りの履行はできるものと判断しております。

従って、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,960,000

計 22,960,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,171,797 10,171,797
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 10,171,797 10,171,797― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

― 10,171,797 ― 927,623 ― 785,132

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　120,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
       10,037,000

10,037 ―

単元未満株式
普通株式
           14,797

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数        10,171,797― ―

総株主の議決権 ― 10,037 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 67株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ヤマト・インダストリー
株式会社

埼玉県川越市大字古谷上
４２７４番地

120,000― 120,000 1.18

計 ― 120,000― 120,000 1.18

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人不二会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 874,945 480,205

受取手形及び売掛金 ※1
 2,212,309

※1, ※2
 2,306,413

商品及び製品 382,734 473,239

仕掛品 164,691 237,227

原材料及び貯蔵品 268,969 329,778

その他 116,961 204,035

貸倒引当金 △6,432 △34

流動資産合計 4,014,179 4,030,865

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 360,290 341,317

機械装置及び運搬具（純額） 403,707 318,475

土地 894,119 894,119

リース資産（純額） 43,085 21,551

建設仮勘定 21,394 2,860

その他（純額） 32,298 34,414

有形固定資産合計 1,754,896 1,612,739

無形固定資産

その他 27,070 19,659

無形固定資産合計 27,070 19,659

投資その他の資産

投資有価証券 117,289 116,145

その他 151,305 146,647

貸倒引当金 △11,027 △6,899

投資その他の資産合計 257,567 255,893

固定資産合計 2,039,535 1,888,291

資産合計 6,053,714 5,919,157

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,410,547 ※2
 2,355,811

短期借入金 1,284,908 1,216,706

未払法人税等 13,219 10,993

その他 391,035 491,611

流動負債合計 4,099,710 4,075,121

固定負債

長期借入金 218,301 197,592

退職給付引当金 131,691 142,929

役員退職慰労引当金 66,360 69,840
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

その他 72,941 64,502

固定負債合計 489,294 474,865

負債合計 4,589,004 4,549,987

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 △126,696 △198,731

自己株式 △22,562 △22,562

株主資本合計 1,563,537 1,491,502

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,579 △4,922

繰延ヘッジ損益 183 －

為替換算調整勘定 △95,431 △117,410

その他の包括利益累計額合計 △98,827 △122,332

純資産合計 1,464,709 1,369,170

負債純資産合計 6,053,714 5,919,157
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 10,696,183 10,403,000

売上原価 9,395,354 9,265,382

売上総利益 1,300,829 1,137,618

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 302,729 325,621

給料及び賞与 382,025 349,407

退職給付費用 39,760 33,254

貸倒引当金繰入額又は戻入額（△） 1,005 △6,398

その他 431,160 397,998

販売費及び一般管理費合計 1,156,681 1,099,883

営業利益 144,147 37,734

営業外収益

受取利息 233 214

受取配当金 845 200

受取賃貸料 4,937 2,809

その他 12,987 10,753

営業外収益合計 19,003 13,977

営業外費用

支払利息 52,732 46,150

為替差損 68,121 39,333

その他 16,097 15,966

営業外費用合計 136,951 101,450

経常利益又は経常損失（△） 26,200 △49,738

特別利益

固定資産売却益 4,504 24

関係会社清算益 49,830 －

投資有価証券受贈益 10,721 －

その他 161 －

特別利益合計 65,218 24

特別損失

減損損失 80,263 4,209

固定資産処分損 155 －

投資有価証券売却損 8,213 －

事業構造改善費用 2,104 17,965

その他 － 780

特別損失合計 90,736 22,956

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

681 △72,670

法人税等 17,947 △636

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △17,265 △72,034

四半期純損失（△） △17,265 △72,034
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △17,265 △72,034

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,152 △1,342

繰延ヘッジ損益 △1,249 △183

為替換算調整勘定 △65,651 △21,979

その他の包括利益合計 △64,748 △23,505

四半期包括利益 △82,014 △95,539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △82,014 △95,539
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　連結の範囲の重要な変更

第３四半期連結会計期間より重要性が増したため、大和高精密工業（深?）有限公司を連結の範囲に含めて

おります。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」 (企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

※１  受取手形割引高は363,187千円であります。※１ 受取手形割引高は200,658千円であります。

　　  ――――――――

 

 

 

 

 

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

　　　いては、満期日に決済が行われたものとして処理

　　　しております。

　　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機　　

　　　関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

　　　末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高から

　　　除かれております。

　　　受取手形　　  9,383千円

　　　支払手形　　296,767千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 201,228千円 179,114千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形 

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,742,9321,953,25010,696,183 ― 10,696,183

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

29,987 278 30,265△ 30,265 ―

計 8,772,9191,953,52810,726,448△ 30,26510,696,183

セグメント利益又は　　　　　　　　
　　
セグメント損失(△)

169,705△ 25,557144,147 ― 144,147

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形 

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,681,0881,721,91110,403,000 ─ 10,403,000

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

61,232 10 61,242△ 61,242 ─

計 8,742,3201,721,92110,464,243△ 61,24210,403,000

セグメント利益 37,441 293 37,734 ― 37,734

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 1円71 銭 7円16銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(千円) 17,265 72,034

普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 17,265 72,034

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,053 10,051

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載をしておりません。

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月10日

ヤマト・インダストリー株式会社

取締役会  御中

　

監査法人 不 二 会 計 事 務 所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    栗 　田　 尚 　宜    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    川 　本　 弘 　文    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤマ
ト・インダストリー株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連
結会計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１
日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。 
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤマト・インダストリー株式会社及び連結子
会社の平成23年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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